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高浜市公共施設あり方計画（案）説明会アンケート集計結果 

（５小学校区全体集計） 

説明会参加者数名：146 

うちアンケート有効回答数：113 

 

問１ あなたの性別は？      問２ あなたの年齢は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 本日の説明会全体の感想についておたずねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 主 な 理 由 

とても分かりや

すかった 

・説明者の話し方、話す速さなど聞きやすかった。 

・「包み隠さず」といった内容で、伝わりやすかった。 

まあまあ分かり

やすかった。 

・試算が細かく提示された説明だった。 

・費用の削減案が提示されたがもっと検討を進めるべきと感じた。 

・メリットのみの説明で、デメリットの部分の説明がなかった。 

男性 

101 

 89% 

女性 

11 

10% 

男 女 未記入 

～２９歳 

8 

7% 30代 

10 

9％ 

４０代 

6 

5% 

５０代 

19 

17% 

６０代 

48 

42% 

７０代 

19 

17% 

～２９歳 ３０代 ４０代 ５０代 

６０代 ７０代 未記入 

とても分かりやすかった 

25 

22% 

まあまあ分かりやすかっ

た 

69 

61% 

あまり分からなかった 

13 

12% とても分かりやすかっ

た 

まあまあ分かりやす

かった 

あまり分からなかった 

全く分からなかった 

未記入 
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あまり分からな

かった 

・一回の説明の内容では理解出来ない。 

・市税の収入を増す案の説明がない。 

 

問４ 今後、すべての公共施設を今後も維持更新するためには巨額の財政負担

が必要になります。次世代への負担を軽減するためには公共施設の計画的な

複合化や集約化などが必要になると想定されますが、そのことに対してあな

たはどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 答 主 な 理 由 

複合化や集約化

を図ることで公

共施設の効果的

な活用を進める

べき 

【肯定的意見】 

・小学校区ごとに集約化を図り、避難所等を簡素化すべき。 

・利用者の少ない所は、集約していくべき。 

・市民も含めて考えていくべき。 

・民営化を最大限拡大、活用すべき。 

 

【留意点】 

・複合化した場合は、収益向上を考える必要が有る。 

・施設のあるべき姿をさらに検討することが必要。 

・学校教育に差し支えが無いよう検討するべき。 

・公共施設建築の安易な統合は、市民の不満が多く残る可能性があ

る。その後の機能維持の方法を十分考えるべき。 

 

 

現状維持を図るべ

き 

1 

1% 

複合化や集約化を

図ることで公共施

設の効果的な活用

を進めるべき 

101 

89% 

その他 

6 

5％ 

現状維持 

を図るべき 

複合化や集約化を図ることで

公共施設の効果的な活用を進

めるべき 

 

その他 

未記入 
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問５ 公共施設の中であなたが必要と思われる施設は？【５つに○印】 

 

○自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な自由意見 

【肯定的意見】 

・複合化と削減計画の確認が出来た。 

・財政破綻しないために、早目に取り組んでほしい。 

・町が小さいという特徴をフルに活用した行政手法を考えてほしい。  

・公共サービスがどうあるべきか、全体の姿を見直す絶好の機会。 

 

【留意点】 

・ハコモノだけの議論では全体が見えてこない。  

・未来の子に負担のないように。  

・市庁舎は、市民にとってシンボル的な役割がある。魅力的な建物であってほしい。 

・高浜市は、今後どうなっていくのか、不安が高まった。 

・収入増となる取組み（企業誘致等）も取り組んでほしい。 

・学校施設を拠点としたとき、様々な問題が学校に集約してくる。それを学校職員

でなく、別の管理者が、現場にいるとよい。 

・「公共施設のあり方計画」の進行状況を、定期的に報告してほしい。 

 

【疑問点】 

・市役所本庁舎について、なぜ民間から賃借するのか。なぜ２０年なのか。 

 

学校施設 

108 

21% 

幼稚園・保育園 

99 

19% 

高齢福祉施設 87 

17% 
障がい福祉施設, 

65, 12% 

幼児・児童施設 

68 

13% 

図書館 

27 

5% 

集会施設, 22, 4% 

スポーツ施設, 35, 

7% 

公営住宅, 7, 1% 美術館 
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1％ 
学校施設 

幼稚園・保育園 

高齢福祉施設 

障がい福祉施設 

幼児・児童施設 

図書館 

集会施設 

スポーツ施設 

公営住宅 

美術館 


